
受入団体名：京都府立堂本印象美術館
募集人数

１０名

＜活動日or 活動パターン＞
■週1日程度・定例 ⇒ 原則火曜日5限の予定。

授業予定や企画の進捗により増加の可能性あり。
授業以外のタイミングではWEB上でやり取りをします。

＜主な活動場所＞
堂本印象美術館・立命館大学

＜キャンパスからの交通手段＞
徒歩

＜活動に必要な費用＞
なし

＜参加の姿勢＞
チームへの信頼と敬意を持ち、
インプットとアウトプットを繰り返して
チーム全体で良いものを作る
気概があると嬉しいです。

＜コミュニケーションの手段＞
□電子メール □L INE
■電話 ■その他（S lack）

＜活動期間：2024年10月1日～2025年1月10日 活動日数：15日以上＞

＜活動の流れ＞

日時 活動内容

10/01(火) 顔合わせ・活動内容の確認・スケジュール確認

10/08(火) 「福田豊四郎」展内覧会に参加（13時30分～15時）

10/15(火),22(火) 美術館の紹介とスケジュール作成

10/29(火) 試作版コンテンツ発表会

11月中
広報コンテンツ作成

コンテンツ配信先の選定・依頼・交渉

12月中
広報コンテンツの完成・納品
配信先でのコンテンツ配信

＜参考＞
10/9～11/24

「福田豊四郎」展 開催期間
それ以後は年内休館の予定

プロジェクト名：堂本印象美術館広報プロジェクト



＜活動のテーマと主な内容＞

＜学生が期待できる学び＞

美術館を知らない人のための紹介コンテンツを作って発信する

＜活動する現場で学生が求められる背景（理由）＞

堂本印象美術館は立地こそ立命館大学衣笠キャンパスの正面ですが、来館者の内訳を見ると１０代、２０代の方の来館は全体
の１割程度しかありません。
また他の授業に参加しても、あるいは立命館大学のOB、OGの方と話をしても「見たことはあるけれど入ったことがない」という

方がたくさんいる状況です。

そこでまずは美術館の存在を知ってもらい、少しでも興味を持ってもらえるように、美術館の魅力を見つけ出し、それをコンテン
ツとしてまとめ、外に発信する力と感性を学生の皆さんと磨き上げたいと思い、今回のプロジェクトを企画しました。

堂本印象美術館は、日本画家の堂本印象が個人で創設した美術館です。
美術館のデザインや展覧会の企画はいつも来館者の方に楽しんでいただいていますが、大きな美術館と比べれば規模も小さく

、知名度も高くありません。これまでシチズンシップ・スタディーズでは、美術館の広報記事の作成や、来館者獲得のキャンペーン
企画の実施を行ってきました。それでもなお、美術館のことを知らない人や、見たことはあるけど足を踏み入れたことのない人が
沢山いるのが現実です。
そこで今年の活動は、皆さんが美術館の良いところを見つけ、美術館を紹介するコンテンツを制作し、それを配信することで、

1人でも多くの方に美術館を知ってもらおうと考えています。

今回のプロジェクトのミッションは下記の2つです。

①堂本印象美術館を紹介するコンテンツを作り上げること
②作り上げたコンテンツの配信先を新規開拓すること

このプロジェクトでの具体的な活動は【堂本印象美術館を紹介するコンテンツの作成】と【コンテンツの配信先の開拓】です。
美術館の魅力は何か、人々の興味や関心を得るにはどのようなコンテンツを作れば良いのかを考えて作り上げること、そしてコ

ンテンツを効果的に発信できる場所を探し、人々と交渉し、実際に発信まで行うことは、いわゆる宣伝やプロモーションの仕事そ
のものです。
活動を通じて学生の皆さんには、コンテンツ制作とプロモーションの実務を経験していただき、物事の魅力や価値を見つける力

や、それを形にして世に送り出す力、企画をやり遂げる力を学んでもらえると考えています。



堂本印象と美術館のこれまで：略歴
1891年 京都市上京区に生まれる
1910年|19歳 京都市立美術工芸学校卒業

西陣織の図案家となる
1918年|27歳 京都市立絵画専門学校入学
1919年|28歳 第1回帝展に初入選
1952年|61歳 初めての渡欧
1961年|70歳 文化勲章受章
1966年|75歳 堂本美術館開館
1975年|84歳 逝去

＜活動紹介＞



堂本印象と美術館のこれまで：代表作品

《木華開耶媛》1929年(38歳)

《交響》1961年（70歳）

《深草》1919年(28歳)

《疑惑》1954年(63歳)

＜活動紹介＞



堂本印象と美術館のこれまで：美術館の誕生

1966年「堂本美術館」として開館
〇個人が設立した美術館
〇建物からドアノブまですべてが
堂本印象のデザイン

〇渡欧の際に目にした宮殿や
芸術家個人の美術館を参考

1992年「京都府立堂本印象美術館」へ
〇作品、美術館、財産が京都府へ寄贈

2024年 開館してから58年が経過
〇指定管理者制度により
公益財団法人京都文化財団が管理運営

≪開館当時の美術館外観≫1966年

＜活動紹介＞



堂本印象と美術館のこれまで：美術館の誕生

≪現在の美術館外観≫ ≪美術館ロビー≫

＜活動紹介＞



美術館紹介動画
日・英・中３か国語対応

堂本印象紹介動画
落語研究会協力

＜活動紹介＞

立命館大学との取り組み：映像制作



第2回野外工芸美術作家協会展

＜活動紹介＞

立命館大学との取り組み：展覧会チラシ制作



美術館への来館促進を目的とした
美術館前のバス停への広告掲出

立命館大学との取り組み：広告制作

＜活動紹介＞



美術館・堂本印象作品をモチーフにした衣装の製作と
館内で撮影したコンテンツ制作

立命館大学との取り組み：広告制作

＜活動紹介＞



SNS用記事の制作

Instagram X｜Twitter

立命館大学との取り組み：広告制作

＜活動紹介＞



ミュージアムショップ用POP制作

立命館大学との取り組み：広告制作

＜活動紹介＞



館内設備のメンテナンス

立命館大学との取り組み：環境整備

＜活動紹介＞



＜活動紹介＞

これまでの活動現場での取り組みなど、プロジェクトや団体プログラムについて理解が
深まる情報を、写真や注釈などを含めて、ご記入ください。

この部分にお示しいただいた内容を、そのまま受講ガイドに掲載いたします。
別途作成される際はMicrosoft PowerPointのファイルを送信願います。
印刷は白黒でいたしますが、ウェブでのPDF配布版はカラーで提供します。
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